
　目の不自由な方への情報提供
を目的に作られたものです。こ
の音声コード（ＳＰコード）を、
活字文書読み上げ装置で読み取
らせると、音声で読み上げます。
　活字文書読み上げ装置は社会
福祉協議会本所に設置していま
す。
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（詳細は９ページをご覧ください。）

本誌は、皆さまの社協会費・寄附金で発行されています。

安芸高田市社会福祉協議会
No.
2015（平成27）年
６月15日発行

安芸高田市社協
イメージキャラクター
「あいちゃん」

46

これはSPコードです



高田市社会福祉協議会
事　業　報　告

平成26年度安芸高田市社会福祉協議会は、中期経営計画（５か年計画）を策定し、計画的な法人運
営を行ってまいりました。
12月に役員の改選が行われ、新たな体制になり、引き続き「ともに支えあい、心豊かに」をスロー
ガンに、住み慣れた地域で、誰もが安心して暮らせるまちづくりの実現に向け、〈地域福祉活動の推進〉、
〈介護福祉サービスの充実〉、〈福祉の開拓者として〉の３項目の事業を展開しました。

地域づくり事業の強化を図るため、場づくりの強化として、ふれあいサロン代表者会議を開催
し、新規サロンの拡充を行い、つながりづくりの強化として、地域包括ケア推進事業を甲田地区
で新たな検討会を開催し、支援員の増員を行い、元気コールの利用世帯を54世帯とし、見守り
体制の充実を図ってまいりました。
生活困窮者に対する活動としては、相談援助や権利擁護活動の推進を行い、福祉サービス利用
援助、成年後見事業として34名の利用援助や相談支援を行いました。

地域福祉活動の推進

事　　業 実　　　績

地 域 包 括 ケ ア 推 進 事 業 支援ワーカー８人、支援員159人、活動回数522回、サロン新設１か所、
お太助フォンによる元気コールの発信回数 67回

ふ れ あ い サ ロ ン 事 業 市内 97サロン（うち新設 12サロン）

ほ ほ え み ネ ッ ト 事 業 協力員（ほほえみさん）114名、延べ活動件数 426件

安 心 生 活 創 造 事 業 利用者数 398名、登録訪問員数 347名、訪問回数 4,670 回

ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 事 業 登録団体数 29団体、登録者数 390名

ファミリーサポートセンター事業 依頼会員 77名、提供会員 91名、延べ支援件数 353件

子 育 て 支 援 セ ン タ ー 事 業 会員登録数 177名、延べ支援件数 387件

障がい者地域生活アシスタント事業 登録者数 23名、生活協力員数 44名、延べ支援回数 64回

か け は し 事 業 登録者数 33名、生活支援員 23名、延べ支援回数 3,140 回

成 年 後 見 事 業 受任件数１件、セミナー参加者 74名

配 食 サ ー ビ ス 事 業 登録者数 146名、配食回数 201食、配食数延べ 1,873 食

家族介護者リフレッシュ事業 年２回、参加者延べ 131名

介 護 サ ポ ー タ ー 養 成 事 業 第９期修了者 31名、継続研修参加者 70名

消 費 者 被 害 防 止 モ デ ル 事 業 地域連絡会議３回、参加者延べ 138名、小地域研修会２回、
参加者延べ 484名

介護予防（げんき教室）事業 登録者数 34名、開催数 23回、参加者延べ 146名

地域包括ケア検討会 市社協事業合同研修会
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平成26年度　安芸

　職員のスキルやキャリアアップを目指し、計画的な研修、資格取得の支援として、専門職員
への支援を行い、社会福祉士、社会福祉主事、主任介護支援専門員、介護福祉士などの資格取得
者があり、取得奨励金などの活用により、充実した支援体制を行ってまいりました。
平成27年度より受託する地域包括支援センター業務のため、職員１名を市に派遣するととも
に業務の研修を行い、事前研修等により、職員の体制づくりを行いました。
また、新たな財源確保のため、会員制度を見直し、賛助会員、団体会員を新設し会員増を行い、
会費の増額を図りました。
引き続き、事業の精査を行いながら、中期経営計画に基づいた安定した運営に心がけてまいり
ます。

訪問介護事業所は、吉田町での開設に伴い利用者の増加があり、通所介護事業所は、日曜日の
開設により利用者の利用便宜を図った結果、利用者数は減少したものの利用回数の増加があり、
居宅において要介護、要支援状態にある高齢者への生活全般にわたる援助、サービスの提供を行っ
てまいりました。
福祉用具貸与事業所では、利用者数の増加があり日常生活の便宜を図り介護者の負担の軽減を
行いました。

福祉の開拓者として

介護福祉サービスの充実

一般会計資金収支決算
（平成26年４月１日～平成27年３月31日）

【評議員会　平成 27年 5月 26日承認】
収　　　入

会費収入 4,938,800 円
寄付金収入（香典返し・見舞返し等） 9,308,065 円
市補助金収入（人件費・事業費等） 69,663,630 円
助成金収入（県社協等） 292,340 円
受託金収入
（センター管理・安心生活創造事業等） 42,005,264 円

事業収入（各事業収入） 5,436,778 円
共同募金配分金収入 4,635,381 円
介護保険収入（介護報酬・利用者負担金） 183,985,313 円
自立支援費収入（介護給付金・利用者負担金） 16,514,700 円
補助事業収入（受託事業・利用者負担金） 96,260 円
その他（受取利息配当金等） 2,707,362 円
資金移動収入 20,360,380 円
施設整備などによる収入 680,572 円
財務活動による収入（積立金取崩等） 11,955,330 円
前期末支払資金残高 92,246,784 円

合　　計 464,826,959 円

支　　　出

法人運営事業 87,127,786 円

地域福祉事業 36,796,212 円

在宅福祉事業 7,786,752 円

センター運営事業 15,207,500 円

共同募金配分金事業 3,935,381 円

貸付事業 971,000 円

介護保険事業 177,429,575 円

障がい者自立支援事業 13,911,368 円

退職積立金事業 17,276,390 円

合　　計 360,441,964 円

当期末支払資金残高

104,384,995円 ※介護保険事業、
　障がい者自立支援事業の支払資金等
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会　長　竹重　博樹　　　　副会長　福田美恵子

協議会　職員紹介
平成27年６月１日現在

所属課名・電話番号 職　名 氏　名 仕事の主な内容

事務局長 益田　茂樹

総務課 課長（兼） 益田　茂樹

総務係
☎42-2941

係　長 上田　裕子
大下　留美
蔵城恵美子
宮迫麻衣子
山田　幸子
宗政　裕子
鳴石　文子
槇野　冴香

予算および決算の総括ならびに予算執行の調整、理事会、
評議員会、監事会、福祉委員および会員、部会および審
査会等の運営、人事、社協会費、共同募金委員会、日本
赤十字社安芸高田市地区事業、施設管理、備品等の財産
管理、社用車の管理、苦情受付

地域福祉課 課　長 和田　篤志

地域福祉係
☎47-1131

係　長 小田　美穂
木落　功治
木坂　亮太
柳川真須美
眞川　玲子
金澤　美保

ボランティア活動事業、被災者生活サポートボラネット
推進事業、安心生活創造事業、介護予防教室「げんき教
室」事業、ふれあいサロン事業、地域包括ケア推進事業、
介護サポーター養成事業、家族介護者リフレッシュ事業、
成年後見事業、生活福祉資金貸付事業、障がい者地域生
活アシスタント事業、ほほえみネット事業、地域保健福
祉事業、配食サービス事業、広報

福祉のまちづくり課 課　長 瀧野由美子

吉田支所
☎47-1311

支所長 新川　美紀
井上　文子
吉田　美穂

本所事業の連絡調整および実施、子育て支援（一時預り・
病後児預り事業、ファミリー・サポート・センター事業）
寄附、会費、共同募金、日赤社資

八千代支所
☎52-2941

事務職員 中川　典子 本所事業の連絡調整および実施、寄附、会費、共同募金、
日赤社資

美土里支所
☎59-2941

支所長代理 織田　安子 本所事業の連絡調整および実施、寄附、会費、共同募金、
日赤社資

高宮支所
☎57-2941

事務職員 恩地　美保 本所事業の連絡調整および実施、寄附、会費、共同募金、
日赤社資

甲田支所
☎45-2941

支所長（兼） 瀧野由美子 本所事業の連絡調整および実施、寄附、会費、共同募金、
日赤社資

向原支所
☎46-2941

支所長 川野てい子 本所事業の連絡調整および実施、寄附、会費、共同募金、
日赤社資
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吉田町多治比636
TEL 42-2288

水廻りのリフォーム
してみませんか！
上 下 水 道 ・ 浄 化 槽
衛生設備工事・設計施工

安芸高田市指定給水設置工事事業店

公 田
設 備

安芸高田市社会福祉
所属課名・電話番号 職　名 氏　名 仕事の主な内容

介護福祉課 課　長 平野　美幸
居宅介護支援事業所
☎47-1133

所　長
所長補佐

三木　由紀
澄岡　英美
坂井　洋明
青崎由実子
岡田　祐太

介護保険
◦居宅介護支援
◦介護予防支援
◦要介護認定調査等の業務

訪問介護事業所
「ツツジ」
☎45-2941

所　長 新田久美子
伊藤　佳由
吉松　智子
福川由紀子
深川　恵子

介護保険
◦訪問介護
　（身体介護・生活援助）
◦介護予防訪問介護
障害者自立支援
◦障害福祉サービス
　（居宅介護・重度訪問介護）
◦地域生活支援事業
　（移動支援）
育児支援家庭訪問事業

訪問介護吉田事業所
「ツツジ」
☎42-2929

所　長
所長補佐

篠田　明美
向井久美枝
村末　尚栄 　今井眞喜美
沖野　絵美 　新出五十鈴
幸部　恵子 　末廣　芳子
佐々木由佳 　楢原　洋子
吉田　敦子 　行竹子登美
川中　幸子

通所介護事業所
☎45-5102

所　長
所長補佐

玉利　清子
岡本佐登美
箕岡　小峰 　神田　　泉
藤川　清見 　佐々木　唯
竹内　恵美 　市丸　貴子
竹下　孝弘 　木山　桂子

介護保険
・通所介護
・介護予防通所介護
地域支援事業
・介護予防事業（二次予防事業）

福祉用具貸与事業所
☎47-1133

所　長 武岡　義和
沖野　竹志
青中　りさ

介護保険
・福祉用具貸与
・介護予防福祉用具貸与
・特定福祉用具販売
・特定介護予防福祉用具販売
介護保険対象外福祉用具貸出事業
福祉用具自費レンタル事業

地域包括支援センター センター長 曽我　　淳
地域包括支援課 課　長 柿上　郁子

地域包括支援係
☎47-1132

係　長 永井美紀子
谷本由利子
田丸　佳苗

総合相談事業、権利擁護事業、包括的・継
続的ケアマネジメント事業、介護予防ケア
マネジメント事業、予防給付に関するケアマ
ネジメント、地域包括支援業務、苦情受付

介護予防支援事業所
☎47-1132

介護支援専門員 奥田　昌弥
事崎　千夏
佐々木里美

予防給付に関するケアマネジメント、
介護予防支援業務
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日本赤十字社講習会のご案内

ふれあいサロンや老人クラブで日常生活における事故防止、手当の基本、人工呼吸やAEDを用いた
講習会を開催します。
安芸高田市内であれば、皆さまのご希望にあわせて開催することができます｡
日赤から指導員の派遣を希望される方は、開催予定日の２か月前までに市社協総務課（日本赤十字社
安芸高田市地区）TEL42-2941にご連絡ください。

　人命を救う方法や健康で安全に暮らすための知識と技術を伝えるため、日本赤十字社は講習を行っ
ています。

救　急　法

健康生活支援短期講習

幼児安全法

災害時高齢者生活支援講習
高齢者の介護方法の
ほか、高齢期を迎え
る前からの健康管理
への備え、地域での
高齢者支援等

社協賛助会員・団体会員の募集について

安芸高田市社会福祉協議会では、地域福祉のために様々な活動を行っています。
住み慣れた地域で安心して生活するためには、地域住民や地域企業の助け合いが必要です。地域で
の見守り、寄り添い型の支え合いを実践するため、社協では地域包括ケア推進事業をはじめ、多くの
見守り事業を展開しております。
地域住民と一緒になって地域を見守り、支援していくシステムづくりを行うため、皆さまの支援が
必要となります。
一人ひとりが支え合う会員になって、地域を支える仲間になっていただきたいと思います。
この趣旨に賛同いただける方に、賛助会員（個人）、団体会員になっていただきますようお願いい
たします。

会員になると…
●�広報紙およびホームページへ会員名を掲載します。
●�社協の発行する広報紙およびパンフレット等の配布を
します。
●�社協の実施する各種研究および調査結果を報告しま
す。
●�社協の実施する大会、講習会および研修会への参加案
内をします。

年間を通じて募集しています。賛同
いただける方は、各支所窓口にてお
申込みください。

賛助会員（個人） １人� 1,000 円
団体会員（団体・法人） １団体� 3,000 円

社協会員の種類と会費（年額）

心肺蘇生法・AEDに
よる除細動などの一次
救命処置、日常生活に
おける事故防止、手当
の基本等

１歳から就学前までの
幼児を中心にして、起
りやすい事故への対処
の仕方や、家庭での介
護の方法等

気や症状知っ
て役立つ技術
とボランティ
アの心得

災害が高齢者に及ぼす
影響、接する時の心づ
かい、気をつけたい病

2015（平成27）年６月 6



今回のサロンは、シャッフルゴルフ。ゴールデンウイーク中の開催だったので、お孫さんも参加さ
れ、点数を付けたり、ボールを拾ったりお手伝いをしてくれました。

私たち「ギオンサロン」は、今年の２月に会員30名で発足しました。毎月第２土曜日の午後から開
催しています。
会の始めは、渡辺さんのアコーデオンの伴奏で童謡や唱歌をみんなで歌って和んでいます。毎回、
体を動かすゲームや脳トレゲームをして、みんなで大爆笑をしている私たちはとっても仲良しです。
次回は、集会所の草取りも計画しています。みんなで集い憩うことで、日々の生活に張りができ楽し
みが増しました。� （ギオンサロン世話人）

サロン物語

ボールがなかなか点数の上に止まらなくて…みんなでワイワイ楽しい時間を過ごしました。その後、
「大事な人だから」の曲に合わせて体操を２回、「むすんでひらいて」で健口体操をして、おいしい手
作りの食事をいただきました。� （ほほえみサロン世話人）

シャッフルゴルフ

アコーデオンの伴奏と共に

「ほほえみサロン」は美土里町の生田集会所で開いています。
詳しいことは　市社協美土里支所 電話・お太助フォン59-2

ふくしいちばん

941までお問い合わせください。

「ギオンサロン」は甲田町の老寿会十江老人集会所で開いています。
詳しいことは　市社協甲田支所 電話・お太助フォン45-2

ふくしいちばん

941までお問い合わ
せください。

みんなでワイワイ☆ほほえみサロン（美土里町）

新たな仲間とともに!（^^）!ギオンサロン（甲田町）
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市ボランティアセンター（市社協）では、ボランティアを頼みたい方とボランティア活動をし
たい方とのマッチングをしています。

肩こり・腰痛・膝痛

＜定休日＞日・祝祭日
＜営業時間＞ 9:00 ～ 12:00（月・火・木・土）
　　　　　　14:00 ～ 19:00（水・金・土） 
安芸高田市吉田町常友 602-１

けんこうなかまの施術院
吉田店

TEL 090-9739-9389(完全予約制)

けんこうなかまの施術院
吉田店

TEL 090-9739-9389(完全予約制)

ボランティアを頼みたい方を受け付けています

☆�スポーツ・イベント・まちづくり・地域の交流の場での活動支援、
　朗読（絵本の読み聞かせ）、手話など
☆研修会での託児など、子育ての応援
☆囲碁や将棋など趣味の相手、パソコン指導　　など

○市ボランティアセンターへ申請してください。
　�登録しているボランティアさんとのマッチングや、ホームページに募集内容を掲載することに
より募集を呼びかけます。
○�市社協のホームページから申請書を印刷し、必要事項を記入の上、本所または各支所に提出し
てください。マッチングには時間を要しますので、早めの申請をお願いします。ただし、応募
状況により要望に添えない場合もありますので、ご了承ください。

地域やふれあいサロンなどへ出前講座を行っています‼
　市社協職員が、皆さんの地域やふれあいサロンに出向き、介護保険、各福祉サー
ビスの内容や利用方法などをわかりやすく説明します。

【内容】
●�介護保険、各福祉サービスの
内容や利用方法について
●健康体操
●レクリエーション
●各種相談　
●サロン立上げ　など

みを紹介します

ボランティアを頼みたい方

【お申込・お問い合わせ先】
市社協　地域福祉課：電話・お太助フォン 47-1131 または各支所までお問い合わせください。

【お申込・お問い合わせ先】
市社協　地域福祉課：電話・お太助フォン 47-1131 または各支所までお問い合わせください。

2015（平成27）年６月 8



安芸高田市にお住まいの皆さんが、いつまでも元気でいきいきと生活していけるよう、市社協
では介護予防教室を開催しています。
皆さんに楽しんで参加していただける「げんき教室」にしたいと思い、毎週、下記の会場にて
実施しておりますので、ぜひ、誘い合ってご参加ください。スタッフ一同、心よりお待ちしてお
ります。

一日のながれ

日　時 9：30～11：30 13：30～15：30
町名 会場名 町名 会場名

月曜日 甲田 山田集会所 甲田 ふれあいセンターこうだ
火曜日 吉田 ふれあいセンターいきいきの里 吉田 吉田老人福祉センター
水曜日 甲田 高地ふれあい集会所 吉田 丹比西集会所
木曜日 吉田 丹比生活改善センター
金曜日 甲田 火の谷集会所 甲田 長屋集会所

まずは、健康チェック
お口の体操ところげん体操で
体をほぐします

その日のメインメニューを実施します

１か月に１回、体力測定を行います

社協 の取組
今日から楽しく介護予防（げんき教室）

2015（平成27）年６月9



お気軽にご相談ください

ご利用者様にはいつも心待ちにしてもら
い、逆に元気をもらっています。チームワー
クの良い事業所です。

業所内のミーティングも活発的
に行っています‼笑顔あふれる
事業所です。

ご利用者様の思いに寄り添いながら、事

社協の紹介

訪問介護事業所

安芸高田市社会福祉協議会の居宅介護支援事業所には常勤で６名のケアマネージャーが在籍してい
ます。

ご利用者様のお宅に笑顔で元気なホームヘルパーが訪問し、介護サービスを行ないます。
親切、丁寧を心がけ、これからも在宅での生活を希望されているご利用者様、ご家族様
の思いにお応えできるよう頑張ってまいります。

居宅介護支援事業所

新任職員紹介
３月から入社しました岡田祐太です。これまでは介護施設で介護士として10年間、経験
を重ねてきました。今後はその経験を活かして、ケアマネージャーとして皆さまに安心して
在宅生活を続けていただけるように支援していきたいと思います。よろしくお願いします。

電話・お太助フォン　47-1133担当地区は安芸高田市内全域です。
ケアマネージャーは介護、福祉における専門職です。
刻々と変わる制度に対応し、一人ひとりの困りごとに
適切な援助が行えるよう、様々な研修に参加して学ん
でいます。さらに所内において週に1回、内部研修と
してケアマネージャー同士で学んだことを伝え合って
います。
地域で、家族で、ひとが助け合って生活されている
場の一助となれるよう、ケアマネージャーも知恵と経
験を出し合いながら皆さんの困りごとを解決するため
に日々研鑽しています。

詳しいことは、居宅介護支援事業所�電話・お太助フォン 47-1133 までお気軽にご相談ください。

ふれあいセンターこうだ内　☎ 45-2941 吉田老人福祉センター内 ☎ 42-2929

訪問介護事業所「ツツジ」 訪問介護吉田事業所「ツツジ」
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皆さまの善意により、地域福祉活動が
支えられています。
平成27年３月21日～平成27年５月20日受付分（敬称略）
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また、暑い季節がきます。
地域で安心して暮らせるお互いさま活動など、心温まる情報をお伝えしていき
たいと思います。� （事務局）

編集
後記

★受 講 料　無料
★申込締切　平成27年７月17日（金）
※�看護師、介護福祉士、ヘルパー等の資格を所有され
ている方は、受講免除科目があります。
※�託児サービスがあります。子育てをされている方で
も、安心して講座を受講する事ができます。お申込
みの際にお申し出ください。

１団体等あたり、下限２万円～上限10万円
（応募者数により、上限額が減額することもあります。）

平成27年６月１日～平成28年３月31日

平成27年度 共同募金配分金 「地域助成事業」の募集

第10期生活・介護サポーター養成講座受講者募集

提 出 先：安芸高田市社会福祉協議会
提出締切：平成27年７月31日（金）17：30必着※持参・郵送可
申請書と必要書類について
◦�申請様式については社協窓口で受け取ることができます。また同様式の
データーは、ホームページ（URL　http://www.akisha.jp/）からダウ
ンロードできます。

安芸高田市内の皆さまから寄せられました募金は広島県共同募金会に一旦全額
送金し、翌年度安芸高田市社会福祉協議会へ約７割配分され、県内の社会福祉施設・ボ
ランティア団体等へ約３割配分されます。
安芸高田市社協への配分を活用し、配分金の一部を誰もが安全で安心して暮らせる福
祉のまちづくりを推進する住民団体・グループ等の活動を支援することを目的に公募に
よる助成を行います。皆さまからのご応募をお待ちしています。

安芸高田市では、少子高齢化に伴う高齢社会を見据え、市民と行政、関係機関や団体
が連携し、協働のまちづくりを目的とした『市民総ヘルパー構想』の一環として、「生活・
介護サポーター」養成講座の受講者を募集します。
市や市社協が行う生活サポート事業の訪問員、ボランティアセンター、ほほえみネッ
ト等で活動していただけるボランティアを育成し、「お互いさま」活動を行う地域づく
りを進めることを目的としています。

期　間 受講時間 受講回数
７月～ 9月 16時間 ５回

【お問い合わせ先】
市社協　地域福祉課：電話・お太助フォン 47-1131 または、各支所までお問い合わせください。

【お問い合わせ先】市社協　総務課：電話・お太助フォン 42-2941　FAX47-1312

公募助成の金額について 公募助成の対象となる事業の実施期間

社協だより
発行・編集／社会福祉法人　安芸高田市社会福祉協議会
〒731-0521　�広島県安芸高田市吉田町常友1564-2（安芸高田市保健センター内）

電話・お太助フォン（0826）42-2941　FAX（0826）47-1312　ホームページ�http://www.akisha.jp/


